
特 集
多世代で育む循環型交流拠点
未完成を楽しむ、黒瀬の森づくり

東広島市

みんなでつくる、みんなの未来

2026

5
VOL.211

特集  ２
第１回臨時会 議決した案件  ４
第１回定例会 議決した案件  ５
代表質問・一般質問  ９
議会活動レポート  18
市民の声／次回定例会  19
わたしの東広島  20

黒瀬黒瀬のの森森
にに

みんな集
まれ‼

みんな集
まれ‼



特 集

コウノトリが帰る湖畔の森での活動
　黒瀬の森の中にコウノトリがやって来たことをきっかけに、森の中で
自然と触れ合いながら多世代の皆さんが交流する活動に取り組まれてい
る「黒瀬まちづくり会」の皆さんに、活動内容や今後の目標などを伺い
ました。左の写真は黒瀬コスモス園と法人職員の自作のピザ窯です。

令和 7年度「森づくり事業」参加者・スタッフの皆さん令和 7年度「森づくり事業」参加者・スタッフの皆さん

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
来
る
森
を

人
が
集
ま
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に

岡
田

令
和
５
年
秋
、
黒
瀬
町
の
亀
ヶ

首
池
に
十
数
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来

し
ま
し
た
。
約
１
か
月
間
滞
在
し
た
そ

の
姿
は
、
多
く
の
地
域
住
民
に
驚
き
と

喜
び
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
出
来

事
を
き
っ
か
け
に
、「
こ
の
自
然
環
境
を

事務局長

上田 竜也さん
広報担当

藤村 親子さん
黒瀬コスモス園　施設長

梶原 和崇さん
会長

岡田 博陽さん

話をお聴きした「黒瀬まちづくり会」の皆さん
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活
か
し
、
人
が
集
ま
る
場
所
を
つ
く
れ

な
い
か
」
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
「
黒
瀬
ま
ち
づ
く
り
会
」
で
す
。

池
や
山
林
、
黒
瀬
コ
ス
モ
ス
園
周
辺
の

土
地
を
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用

し
、
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

黒
瀬
町
を
通
り
過
ぎ
る
町
で
は
な
く
、

立
ち
寄
り
た
く
な
る
町
へ

岡
田　

黒
瀬
町
は
広
島
市
と
呉
市
を
結

ぶ
南
の
玄
関
口
で
す
。
便
利
な
立
地
で

あ
る
一
方
、
通
過
点
に
な
り
や
す
い
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
会
で
は
、

「
通
り
過
ぎ
る
町
で
は
な
く
、
立
ち
寄

り
た
く
な
る
町
へ
」
を
合
言
葉
に
、
自

分
た
ち
の
手
で
地
域
を
面
白
く
す
る
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
活
動
拠
点

は
、
黒
瀬
コ
ス
モ
ス
園
の
あ
る
ゴ
ル
フ

場
跡
地
の
森
で
す
。
広
い
自
然
環
境
を

活
か
し
、
森
を
整
備
し
な
が
ら
地
域
の

人
た
ち
が
交
流
で
き
る
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
未
完
成
の
森
づ
く
り
」を
大
切
に

「
関
わ
り
し
ろ
」が
あ
る
魅
力

上
田　

こ
の
活
動
の
大
き
な
特
徴
は
、

あ
ら
か
じ
め
完
成
形
を
決
め
な
い
こ
と

で
す
。
専
門
家
が
設
計
し
た
施
設
を
つ

く
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
の

「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持

ち
寄
り
、
森
を
整
え
な
が
ら
少
し
ず
つ

形
に
し
て
い
く
「
未
完
成
の
森
づ
く

り
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
重
機
を

使
っ
て
道
を
整
え
る
人
、
企
画
を
考
え

る
人
、
子
ど
も
と
一
緒
に
汗
を
流
す
人

な
ど
、
関
わ
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
誰
で
も
自
分
ら
し
い
形
で
参
加
で

き
る
「
関
わ
り
し
ろ
」が
あ
る
こ
と
が
、

こ
の
活
動
の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
の
多
世
代
交
流

思
い
出
の
森
を
次
の
世
代
へ

藤
村　

こ
れ
ま
で
、
地
元
小
学
生
や
大

学
関
係
者
と
連
携
し
、
森
林
保
全
体
験

や
森
を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
樹
木
の
名
前
を
学
ん
だ

り
、
竹
馬
を
作
っ
た
り
、
ピ
ザ
窯
で
ピ

ザ
を
焼
い
た
り
、
青
空
の
下
で
一
緒
に

食
事
を
し
た
り
と
、
自
然
の
中
で
遊
び

な
が
ら
学
ぶ
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
自
然
を
五

感
で
感
じ
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
ま
す
。
保
護
者
か
ら
も
「
普
段
見

ら
れ
な
い
子
ど
も
の
表
情
が
見
ら
れ
た
」

と
好
評
で
、
自
然
体
験
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
で
は
、
学
び
・
体
験
・
遊
び

が
重
な
り
合
い
、
自
然
と
多
世
代
の
交

流
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
森
の
地
形

を
活
か
し
た
散
策
路
づ
く
り
や
焚
き
火

体
験
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
、
気
軽
に
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド

ア
体
験
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
自

然
の
中
で
の
予
想
外
の
出
来
事
や
発
見

は
、
子
ど
も
た
ち
が
考
え
、
工
夫
し
、

助
け
合
う
力
を
育
み
、「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
場
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
協
力
に
よ
っ
て
活
動
は

少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
毎
年
帰
っ
て
く
る
よ
う

に
、
こ
の
森
に
も
人
が
集
ま
り
、
ま
た

帰
っ
て
き
た
く
な
る
場
所
に
し
た
い
。

子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
、
次
の
世
代

へ
つ
な
い
で
い
く
―
―
そ
ん
な
循
環
が

生
ま
れ
る
地
域
の
拠
点
を
目
指
し
て
い

ま
す
。地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
人

誰
で
も
歓
迎
‼

梶
原　

黒
瀬
ま
ち
づ
く
り
会
で
は
、
活

動
に
参
加
し
て
く
れ
る
仲
間
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。
関
わ
り
方
は
人
そ
れ

ぞ
れ
。
自
然
の
中
で
何
か
を
始
め
て
み

た
い
人
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
人
、

誰
で
も
歓
迎
で
す
。「
つ
く
る
の
は
森
。

育
つ
の
は
人
。」
未
完
成
だ
か
ら
こ
そ

広
が
る
可
能
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

黒
瀬
の
未
来
を
地
域
と
と
も
に
育
て
て

い
き
ま
す
。

池に飛来したコウノトリ

参加児童・保護者・スタッフが交流

広島国際大学の先生と葉っぱの種類を確認

地域の方に竹馬の作り方を
教わります

参加児童に木製の受講修了証を交付
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令和７年第１回臨時会 ｜ 令和７年12月26日

●市長提出議案…１件（予算案１件）

●全会一致可決…１件

議 案 の 内 訳

議 決 結 果

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

Ｑ

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
の
申

請
が
不
要
な
人
の
割
合
は
ど

の
程
度
で
、
支
給
時
期
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

Ａ

申
請
が
不
要
な
人
は
全
体
の

65
％
程
度
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
公
金
受
取
口
座
を
設
定
し
て
い
る

人
は
２
月
中
旬
か
ら
下
旬
、
過
去
の

給
付
金
で
振
込
口
座
が
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
３
月
上
旬
、
口
座
が
未
登

録
で
申
請
が
必
要
な
人
は
３
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
支
給
す
る
予
定
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

【
市
民
経
済
委
員
会
】

意見

牡
蠣
へ
い
死
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
、
養
殖
事
業
者
が

生
産
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
速
や
か

に
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
原
因
究

明
も
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
事
業
者

の
助
け
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

議案
第155号

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

物
価
高
騰
支
援
給
付
金
及
び
牡
蠣

養
殖
業
者
支
援
の
た
め
の
予
算
増
額

詳しくはこちらから

令和７年度一般会計補正予算（第６号）
補正額　14億7,593万円

【主な内容】
●物価高騰支援給付金 11億5,493万円
生活必需品の物価高騰の影響を受けて
いる市民生活を支援するため、物価高
騰支援給付金を支給する。
対象者 令和８年１月１日時点で東広島

市に住民登録のある方
支給額 市民一人当たり現金5,000円
支給時期 令和８年２月中旬から下旬以降

●牡蠣の大量へい死 に対する牡蠣養殖
業者への支援 ３億2,100万円
牡蠣の大量へい死により収入が激減した
牡蠣養殖業者に対し、広島県と協調し、
来期以降の水揚げ量確保に要する経費に
対する支援を行い、復興の推進を図る。
支給額 牡蠣養殖業者
支援額 牡蠣筏

いかだ

１台当たり上限額75万円
支援時期 令和８年２月頃

※

※へい死　倒れて死ぬこと。とくに動物が病気などにより突然死すること。
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第１回定例会 ｜ 令和８年２月12日～３月19日

●市長提出議案…104件（条例案14件　予算案26件　承認案２件　諮問４件　同意案50件
その他８件）

●議員提出議案…１件（意見書案１件）
●議長発議…１件（議員派遣１件）

●全会一致可決…101件　　●賛成多数可決…５件

■表決が分かれた案件の表決結果

議
案
番
号
▼

会
派
名

清新の会 創志会 市民クラブ 公明党 創生会
真政
倶楽部

未来の風
日
本
共
産
党

議
員
名

上
岡

裕
明

大
下

博
隆

田
坂

武
文

貞
岩
　
　
敬

北
林

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越

耕
司

上
田
　
　
秀

向
井

哲
浩

中
曽

久
勝

岡
田

育
三

玉
川

雅
彦

奥
谷
　
　
求

小
池
恵
美
子

落
海

直
哉

景
山
　
　
浩

中
川
　
　
修

石
原

賢
治

下
向
智
恵
子

原
田

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山

貴
志

岩
崎

和
仁

牧
尾

良
二

山
田
　
　
学

宮
川

誠
子

木
村

輝
江

鈴
木

英
士

谷
　
　
晴
美

議案第72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第85号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第88号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第90号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議 案 の 内 訳

議 決 結 果

表決が分かれた議案名

●議案第72号　 東広島市国民健康保険税条例の一部改正について
●議案第85号　 令和８年度東広島市一般会計予算
●議案第88号　 令和８年度産業団地造成事業特別会計予算
●議案第90号　 令和８年度東広島市国民健康保険特別会計予算
●議案第103号　令和８年度東広島市下水道事業会計予算 詳しくはこちらから
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過
去
最
大
を
更
新
す
る
規
模
の
当

初
予
算
と
な
る
令
和
８
年
度
一
般
会

計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

本
予
算
は
、「
や
さ
し
い
未
来
都

市
、
計
画
か
ら
実
行
の
ス
テ
ー
ジ

へ
」
と
銘
打
ち
、
直
面
す
る
課
題
へ

の
切
れ
目
な
い
適
切
な
対
応
に
加

え
、
超
大
型
の
民
間
投
資
等
を
追
い

風
と
し
た
成
長
投
資
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
と
と

も
に
将
来
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
、
そ
し
て
成
長
の
恩
恵
を
広
く

市
民
へ
届
け
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
様
々

な
取
組
み
を
継
承
し
つ
つ
、「
や
さ

し
い
未
来
都
市
」
の
実
現
へ
向
け
、

更
な
る
成
長
の
た
め
の
各
施
策
を
計

画
段
階
か
ら
実
行
段
階
へ
と
発
展
さ

せ
、
そ
の
成
果
を
市
民
の
皆
様
に
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令和８年度一般会計予算

「やさしい未来都市、計画から実行のステージへ」
過去最大規模となる当初予算を可決

議案
第85号

※Well-being（ウェルビーイング）　肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされ
た状態にあること。

一般財源
63,956,421
58.7％

特定財源
44,963,579
41.3％

市税
42,090,509
38.6％

市債
9,123,800
8.4％

国庫支出金
18,923,495
17.4％

繰入金（一般）
7,150,172
6.6％

その他（一般）
3,347,403
3.1％

県支出金（特定）
8,169,424
7.5％

繰入金（特定）
2,785,303
2.5％

その他（特定）
5,961,557
5.5％

地方消費税交付金
5,768,337
5.3％

地方交付税
5,600,000
5.1％

（単位：千円）
108,920,000
歳入総額

商工費
3,846,024
3.5％

消防費
4,442,534
4.1％

公債費
8,841,119
8.1％

衛生費
10,691,907
9.8％

総務費
11,248,775
10.3％ 土木費

11,345,404
10.4％

教育費
14,199,041
13.1％

民生費
39,532,846
36.3％

（単位：千円）
108,920,000
歳入総額

農林水産業費
2,268,361
2.1％

その他
2,503,989
2.3％

令和８年度一般会計予算 総額1,089億2,000万円
（前年度比＋18億2,000万円）

【４つの重点テーマ】
Well-being を実感できる地域共生社会の実現

26.8億円（前年度比＋4.6億円）
○災害に強い地域づくりの推進
　・防災意識の啓発（体験型防災イベントの開催）
○多様な主体による活躍の促進
　・女性の活躍支援（女性のビジネススキル向上支援）
注目 地域の担い手確保に向けた協同労働の取組み

次世代学園都市の実現 36.6億円（前年度比＋28.5億円）
○次世代をけん引する先端産業集積の推進
　・産業団地の整備（（仮称）吉川地区産業団地の造成）
○都市形成に向けた道路網等交通ネットワークの充実
　・次世代学園都市ゾーンのまちづくりに向けた道路整備の

促進
○カーボンニュートラルの実現
　・脱炭素化に向けた啓発（脱炭素化セミナーの開催）
注目 次世代学園都市ゾーンのまちづくりに向けた調査検討

多様な主体と地域資源を活かした人口減少地域総合対策
11.9億円（前年度比＋2.0億円）

○地域に活性化をもたらす特性を活かしたまちづくり
　・地域活性化のための行政の取組み（福富みらいベースの
整備）

○地域内経済循環の拡大による地域経済の活性化
　・地域内での生産の強化（東広島こい地鶏の生産振興）
注目 ふるさと納税を活用した地域活力創出の仕組みづくり

子どもの健やかな成長のための環境づくり
127.5億円（前年度比＋8.4億円）

○安心して子どもを産み育てられる支援の充実
　・東広島版ネウボラの充実（５歳児健診の実施）
○子ども・若者を支える地域の子育て支援力の強化
　・コミュニティ・スクールの充実（コミュニティ・スクー
ルシンポジウムの開催）

　・こどもまんなかの居場所（BBベース）づくりの促進
注目 小学校給食費の完全無償化の実現

※
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委
員
会
で
の
主
な
質
疑

【
予
算
特
別
委
員
会
】

Ｑ

こ
の
予
算
に
市
長
が
込
め
ら

れ
た
思
い
を
問
う
。

Ａ

第
五
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る

２
つ
の
柱「
世
界
に
貢
献
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
の
ま
ち
」と「
暮

ら
し
輝
き
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
価
値

創
造
の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
市
政

運
営
を
進
め
て
き
た
結
果
、人
口
増
加

や
税
収
の
伸
び
な
ど
、ま
ち
の
成
長
を

実
感
で
き
る
段
階
に
入
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。一
方
で
、対
処
す
べ
き
課

題
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
成
果
と
本
市

の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
大
学
等
の
立
地
や

半
導
体
集
積
地
域
と
し
て
の
優
位
性

を
活
か
し
、そ
の
活
力
を
市
内
全
域
へ

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、市
民
が
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
実
感
で
き
る

生
活
環
境
が
整
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。本
予
算
は
こ
う
し
た
方
向
性
を

具
体
化
し
、計
画
か
ら
実
行
へ
移
行
し

て
い
く
も
の
で
あ
り
、市
民
生
活
の
安

心
を
支
え
る
施
策
と
、将
来
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
投
資
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
た
。

Ｑ

人
口
減
少
地
域
対
策
と
し

て
、
今
住
ん
で
い
る
人
の
大

変
さ
を
実
感
し
自
分
事
と
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

社
会
は
実
現
で
き
な
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

人
口
減
少
地
域
の
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か

ら
大
き
な
問
題
と
捉
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
地
区
別
計
画
を
策
定
し
、

実
行
す
る
組
織
と
し
て
地
域
振
興
部

を
設
置
し
た
。
国
の
制
度
も
活
用
し

な
が
ら
地
域
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
地
域
経

済
を
回
し
て
い
く
と
い
っ
た
認
識
を

持
ち
、
活
力
を
増
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
材
を
配
し
、
そ
の
地
域
が

元
気
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Ｑ

大
都
市
を
介
さ
ず
世
界
へ
と

つ
な
が
る
※
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ

を
目
指
す
た
め
に
外
せ
な
い
事
業
は

ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

次
世
代
学
園
都
市
の
実
現
が

世
界
か
ら
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
と

認
識
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。そ
の
核
と
な
る
の
が
次

世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、広
島

大
学
周
辺
地
区
と
吉
川
地
区
に
お
け

る
世
界
標
準
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
が
本
市
へ
の
投
資

な
ど
の
好
循
環
を
生
み
、市
民
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
感
じ
、選
ば
れ
住
み

続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
都
市
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

【
予
算
特
別
委
員
会
】

意見

本
市
議
会
に
お
い
て
決
議
し

た
平
和
施
策
で
あ
る
原
爆
被

爆
資
料
の
多
言
語
化
が
形
に
な
っ

た
。
原
爆
被
爆
資
料
保
存
協
議
会
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
※
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ピ
ー
ス
の
一
助
と
し
て
ほ
し
い
。

意見

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
災
害
は
い
つ
か
必

ず
来
る
と
い
う
認
識
の
下
で
執
行
部

も
議
員
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

意見

元
気
輝
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
制
度
が
先
行
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
外
出
支
援
や
地

域
サ
ロ
ン
の
支
援
等
を
含
め
た
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
捉
え
る
こ
と
で

良
い
形
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反対

市
民
が
強
く
求
め
て
い
る
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

や
給
食
費
の
無
償
化
、
補
聴
器
補
助

制
度
の
創
設
な
ど
が
予
算
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
公
的
産
業
団
地

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
体

力
の
あ
る
企
業
へ
の
大
盤
振
る
舞
い

で
は
な
く
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
中

小
企
業
へ
の
直
接
支
援
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問

題
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
独
自
で

行
っ
た
調
査
結
果
に
寄
り
添
う
べ
き

と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛成

本
予
算
は
さ
ら
な
る
東
広
島

市
の
成
長
に
向
け
て
検
討
を

重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
、
計
画

を
実
行
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
べ
く

編
成
さ
れ
て
い
る
。
次
世
代
学
園
都

市
の
実
現
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
地
域
活
力
創
出
の
仕
組
み
づ
く

り
、
小
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

の
実
現
な
ど
、
第
五
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
が
目
指
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
未
来
の
実
現
に
向
け
た
役

割
を
担
う
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

※ローカルハブ　 地方圏（＝ローカル）における、国内外の様々な都市・地域と連携した（＝ハブ）「自立（独立）都市圏」と定義される造語。
ポジティブピース　 単に戦争のない状態（消極的平和）ではなく、貧困や差別、格差など戦争の原因となる構造的暴力がない状

態（積極的平和）。市議会だより　vol.211　2026.57



広
島
県
教
育
委
員
会
が
令
和
８

年
２
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
今
後

の
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
に
係

る
実
施
計
画
（
素
案
）」
に
お
い

て
、
令
和
15
年
度
ま
で
に
県
立
高

等
学
校
18
校
を
７
校
に
統
合
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、
本
市
内
で
は
河

内
高
等
学
校
を
賀
茂
高
等
学
校
へ

統
合
す
る
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
提
出
者
・
賛
成

者
合
わ
せ
て
９
名
の
議
員
か
ら
本

市
議
会
に
、
河
内
地
域
の
実
情
や

ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
等
を
踏
ま

え
た
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
広
島

県
知
事
、
広
島
県
教
育
委
員
会
教

育
長
等
に
対
し
て
求
め
る
意
見
書

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

Ｑ

河
内
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
河
内
高
等
学
校
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
生
徒
が

学
生
の
視
点
を
取
り
入
れ

な
が
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
伝
統
文
化

を
守
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
く

れ
て
い
る
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

意見

河
内
地
域
は
人
口
減
少
が

続
く
中
、
地
域
に
高
等
学

校
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
教
育

環
境
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。
統
合
に
よ
り
学
力

の
異
な
る
生
徒
が
同
じ
学
校
に
進

学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
全

て
の
生
徒
に
と
っ
て
適
切
な
学
習

環
境
と
な
る
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
特
に
慎
重
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
生
徒
一
人
一
人
の
学
び

方
や
進
路
に
合
っ
た
教
育
環
境
を

確
保
す
る
と
い
う
観
点
も
重
要
で

あ
る
。
河
内
高
等
学
校
は
教
育
機

関
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
高
等

学
校
が
無
く
な
れ
ば
教
育
機
会
だ

け
で
な
く
地
域
の
活
力
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
高
等

学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
地
域
特

性
や
教
育
の
多
様
性
を
十
分
配
慮

し
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

「地域の未来を担う若者を育てる教育」の継続を求める
意見書（抜粋）

　河内高等学校が立地する河内地域は都市部とは異なる地理的・社会
的特性を有し、河内高等学校も長年地域活動の中心として重要な役割
を果たしてきており、賀茂高等学校への統合により廃校となると、地
域の高等教育における進学先の選択肢など教育機会が縮小されてしま
うことに加え、地域コミュニティの弱体化、さらには、子育て世代の
居住地選択に影響を及ぼし、人口流出に拍車をかけ、移住・定住の鈍
化につながるといったことが強く懸念される。
　また、地域のニーズとして、少人数教育環境を望む中学生が一定数
存在していることに加え、広域オンライン授業の活用や部活動の連携
など、近隣校との協力体制を強化することで、再編を行わずとも学校
の特色化・魅力化を図り、教育効果の向上を実現することは十分に可
能であると考える。
　今回の素案に対し、地域住民、同窓会、住民自治協議会、商工団
体、PTA等からも河内高等学校の存続を強く求める要望が出ているこ
とに加え、東広島市の施策においても人口減少地域総合対策として、
地域特性を活かしたまちづくり、人口の流出抑制などによる地域コ
ミュニティの活性化に積極的に取り組み、未来を担う若者の地域定着
も重視するとしている。
　以上のことを踏まえ、東広島市議会は、県立高等学校の統合・再編
における適切な判断を求め、次のとおり強く要望する。

１　地域住民や関係団体からの要望を重く受け止め、本市の人口減少
地域総合対策及び将来のまちづくりへの影響も十分考慮し、統合・
再編を見直し、河内高等学校を存続校として明確に位置付けること。
２　近隣の高等学校等との連携を強化し、教育内容のさらなる充実を
図ること。

県立高等学校の統合・再編

「地域の未来を担う若者を育てる教育」の
継続を求める意見書を県教育委員会等に提出

議員提出
議案
第１号
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令和８年第１回定例会

市議会議員が市長や担当部局などに対し、市政全般について現状や課題、将
来の方針などをただし、そのやり取りを通じて政策提言を行う場のことです。
代表質問は会派を代表して行い、一般質問は各議員が個人で行います。市
の仕事をチェックし、市民の声を市政に反映させるための重要な手段です。

財
政
状
況
の
見
直
し

市
民
へ
の
周
知
必
要

問

新
年
度
予
算
案
は
、
総
額

１
０
８
９
億
２
千
万
円
、

令
和
７
年
度
予
算
に
比
べ
、
額
に

し
て
18
億
２
千
万
円
、
率
に
し
て

1.7
％
増
と
な
り
、
３
年
連
続
し
て

過
去
最
高
を
更
新
す
る
予
算
案
で

あ
る
。
ま
た
市
税
は
中
期
財
政
運

営
方
針
の
財
政
収
支
見
通
し
よ
り

も
約
６
％
増
で
、
人
件
費
、
扶
助

費
な
ど
義
務
的
経
費
は
約
９
％
の

増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要

因
は
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高
騰

に
よ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、
現
政

権
の
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
と

い
う
公
約
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
、

こ
れ
ら
の
動
向
を
よ
り
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
。
財
政
収
支
見
通
し

は
毎
年
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
内

容
を
議
会
と
市
民
に
説
明
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

中
期
財
政
運
営
方
針
は
、

中
期
的
な
視
点
か
ら
の
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
確
立
す
る

た
め
の
具
体
的
な
方
針
を
示
し
た

も
の
で
、
本
方
針
に
お
け
る
財
政

収
支
見
通
し
は
、
個
別
の
事
業
実

施
等
を
決
定
し
、
所
要
額
を
積
み

上
げ
た
将
来
の
予
算
計
画
で
は
な

く
、
財
政
運
営
上
重
要
な
４
つ
の

指
標
の
目
標
値
を
導
き
出
す
た
め

の
目
安
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
は
、

大
き
な
社
会
経
済
状
況
の
変
化
が

な
い
限
り
、
毎
年
度
見
直
す
と
い

う
考
え
は
な
い
。
ま
た
、
議
会
や

市
民
に
対
し
て
、
令
和
７
年
度
の

決
算
か
ら
、
※
経
常
収
支
比
率
や

※
実
質
公
債
費
比
率
、
※
財
政
調

整
基
金
残
高
、
実
質
単
年
度
収
支

の
４
つ
の
目
標
値
を
は
じ
め
、
中

期
財
政
運
営
方
針
の
達
成
状
況
な

ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

田
たさか

坂 武
たけふみ

文
（清新の会）

会派所属議員
北林　光昭
大下　博隆
貞岩　敬　
乗越　耕司

上岡　裕明
田坂　武文
重森佳代子

質問した項目

■■令和８年度予算につい
て
■第五次東広島市総合計
画後期基本計画につい
て

動画は
こちら

※経常収支比率　毎年度経常的に収入される財源のうち、人件費や扶助費などの固定的経費が占める割合。
　実質公債費比率　自治体の実質的な借金返済負担が標準的財源に対してどれほど重いかを示す指標。
　財政調整基金　災害や収支変動など将来の財政需要に備え、年度間の財源の不均衡を調整するため積み立てる基金。

市議会だより　vol.211　2026.59



市
営
産
業
団
地
の
整
備 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
期
待

問

①
次
世
代
学
園
都
市
ゾ
ー

ン
の
範
囲
に
つ
い
て
問
う
。

②
人
口
減
少
対
策
地
域
で
あ
る
吉

川
地
区
に
お
け
る
※
優
良
田
園
住
宅

制
度
活
用
の
検
討
状
況
を
問
う
。

③
周
辺
の
道
路
整
備
と
そ
れ
以
外

の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

④
吉
川
地
区
で
は
、
市
営
産
業
団

地
の
ほ
か
、
半
導
体
企
業
の
大
型

投
資
、
県
道
・
市
道
の
整
備
な
ど

多
く
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
間
及
び
こ

れ
ら
の
事
業
者
と
住
民
間
の
諸
問

題
を
総
合
的
に
調
整
す
る
仕
組
み

の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

答

①
本
構
想
は
、
広
島
大
学

周
辺
地
区
と
半
導
体
産
業

が
集
積
す
る
吉
川
地
区
を
核
と
す

る
一
定
の
幅
を
持
つ
エ
リ
ア
と
し

て
設
定
し
て
い
る
。

②
優
良
田
園
住
宅
制
度
の
活
用

は
、
要
件
や
民
間
開
発
動
向
を
踏

ま
え
る
と
現
時
点
で
は
難
し
い
。

地
域
の
方
々
の
意
見
、
国
や
県
の

見
解
、
民
間
企
業
の
計
画
等
も
伺

い
な
が
ら
吉
川
の
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
す
る
。

③
交
通
渋
滞
対
策
と
し
て
県
道
３

路
線
と
市
道
３
路
線
の
整
備
を
行

う
ほ
か
、
半
導
体
関
連
企
業
が

様
々
な
通
勤
対
策
を
実
施
さ
れ
る
。

④
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
次
世
代

学
園
都
市
形
成
推
進
本
部
を
設
置

し
て
お
り
、国
や
県
、民
間
事
業
者
、

地
域
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

円
滑
な
事
業
推
進
に
取
り
組
む
。

早
く
し
て
！
渋
滞
対
策 

利
用
し
や
す
い
生
活
交
通

問

①
仲
伏
沖
交
差
点
付
近
の

中
央
巡
回
線
等
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
か
ら
交
通
渋
滞

調
査
、
設
計
等
を
行
い
、
令
和
７

年
度
、
工
事
費
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
が
、
未
だ
工
事
が
始
ま
っ
て

い
な
い
。
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
整
備
費
に

対
し
て
効
果
の
大
き
い
渋
滞
対
策

を
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
広
島
県
に
お
け
る
バ
ス
乗
客
数

は
、
30
年
間
で
ほ
ぼ
半
減
。
運
行

事
業
者
へ
の
補
助
金
は
、
10
年
間

で
倍
増
し
て
い
る
。
バ
ス
路
線
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
講
じ
る
の
か
。

③
本
市
は
自
家
用
車
へ
の
依
存
度

が
高
く
、
地
域
公
共
交
通
は
身
近

で
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
と
し

て
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
。
利

用
者
確
保
が
で
き
な
い
場
合
、
地

域
の
負
担
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

持
続
可
能
な
仕
組
み
を
問
う
。

答

①
沿
線
大
規
模
店
舗
か
ら

敷
地
内
で
の
渋
滞
対
策
に

取
り
組
む
と
の
提
案
が
あ
っ
た
た

め
、
工
事
費
は
執
行
せ
ず
、
大
坪

交
差
点
及
び
市
役
所
西
交
差
点
の

測
量
設
計
費
へ
振
り
替
え
て
執
行

し
た
。
幹
線
道
路
整
備
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
と
交
差
点
改

良
等
の
局
部
対
策
に
加
え
、
交
通

需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
取
り
組

み
、
渋
滞
解
消
を
進
め
る
。

②
黒
瀬
地
区
の
バ
ス
交
通
結
節
点

を
供
用
開
始
し
た
ほ
か
、
自
動
運

転
技
術
の
導
入
可
能
性
を
引
き
続

き
検
討
す
る
。
さ
ら
に
自
家
用
車

か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
図
り

望
ま
し
い
交
通
行
動
へ
誘
導
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
に
取
り
組
む
。

③
利
用
促
進
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

路
線
の
再
編
に
取
り
組
む
。
公
共

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
、
新
た
な
支
援

制
度
も
含
め
、
持
続
可
能
な
地
域

公
共
交
通
の
構
築
に
向
け
て
、
幅

広
く
検
討
す
る
。

県
内
で
進
む
独
自
の
無
償
化 

本
市
も
検
討
す
べ
き

問

自
治
体
独
自
の
教
育
・
子

育
て
の
無
償
化
に
つ
い

て
、
県
内
で
は
三
次
市
や
竹
原
市

で
は
小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
、
廿
日
市
市
で
は
中
学
校
給

食
費
の
半
額
支
援
、
呉
市
で
は
０

歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化

な
ど
、
自
治
体
ご
と
の
判
断
で
取

り
組
む
動
き
が
あ
る
。
各
自
治
体

が
「
や
り
く
り
」
で
負
担
軽
減
を

先
行
し
て
進
め
て
い
る
。
本
市
は

県
内
で
も
高
い
財
政
力
を
有
し
て

お
り
、
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
自
治
体
独
自
の
教
育
・
子
育

て
の
無
償
化
の
考
え
方
を
問
う
。

答

本
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、

こ
ど
も
医
療
費
支
給
対
象

を
高
校
生
年
代
ま
で
に
拡
充
し

た
。
本
年
４
月
か
ら
は
市
費
負
担

に
よ
り
小
学
校
給
食
費
の
実
質
無

償
化
を
行
う
な
ど
子
育
て
支
援
の

強
化
を
進
め
て
い
る
。
子
育
て
施

策
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
を
適
切
に
整
理

し
、
全
国
的
な
公
平
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

※優良田園住宅制度　 農山村地域、都市の近郊その他の良好な自然的環境を形成している地域に所在する一戸建ての住宅のうち、一定の基準を満たすものを対象とし、
建設に際し各種の優遇が受けられる制度。
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ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る 

新
年
度
予
算
の
役
割
と
は
？

問

新
年
度
当
初
予
算
は
、市

長
の
３
期
目
の
市
政
運
営

の
ス
タ
ー
ト
、ま
さ
し
く「
や
さ

し
い
未
来
都
市
」が
計
画
か
ら
実

行
へ
の
ス
テ
ー
ジ
を
一
段
上
る
タ

イ
ミ
ン
グ
の
予
算
と
も
言
え
る
。

2050
年
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、次
の
10
年
を
左
右
す
る

予
算
と
考
え
る
が
、本
予
算
を
通

じ
て
本
市
を
ど
の
よ
う
な
都
市
へ

導
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の

中
で
、
令
和
８
年
度
予
算
は
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
。

答

令
和
８
年
度
予
算
で
は
、

「
人
が
輝
き
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
『
や
さ
し
い
未
来

都
市　

東
広
島
』」
に
向
け
て
、

包
括
的
な
施
策
の
推
進
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
2050
年
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
で
あ

る
「
次
世
代
学
園
都
市
構
想
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
促

進
の
成
果
が
、
１
兆
５
千
億
円
も

の
半
導
体
産
業
の
大
型
投
資
の
発

表
と
い
っ
た
形
で
現
れ
る
な
ど
、

大
き
く
動
き
出
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
、
令
和
８
年

度
は
、
半
導
体
関
連
産
業
の
集
積

を
見
据
え
た
産
業
団
地
整
備
を
含

め
、
次
世
代
学
園
都
市
関
連
の
予

算
と
し
て
、
吉
川
地
区
産
業
団
地

造
成
事
業
な
ど
に
36
億
６
千
万
円

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関

連
す
る
取
組
み
を
実
行
の
ス
テ
ー

ジ
へ
移
し
、
本
格
化
さ
せ
る
ほ

か
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

な
ど
、
骨
格
づ
く
り
を
加
速
さ
せ

て
い
く
。
さ
ら
に
、
将
来
に
向
け

た
視
点
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
り
、
小
学
校
の
給
食
無
償
化
や

５
歳
児
健
診
の
導
入
、
医
療
的
ケ

ア
児
へ
の
支
援
強
化
、
子
ど
も
た

ち
の
最
適
な
学
び
や
居
場
所
づ
く

り
な
ど
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健

や
か
に
育
ち
、
保
護
者
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
備
し

て
い
く
。
ま
た
、
人
口
減
少
と
高

齢
化
が
進
む
周
辺
地
域
に
つ
い
て

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
活
動
支
援
や
空
き
家
対
策
、

移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
人

口
減
少
地
域
に
か
か
る
対
策
の
推

進
を
明
確
化
す
る
た
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
受
け
入
れ
メ
ニ
ュ
ー
に

新
た
に
人
口
減
少
地
域
総
合
対
策

枠
を
創
設
し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
を
設
置
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
、
地
域
の
活
力
の
創
出
に

向
け
て
注
力
し
て
い
く
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
こ
こ
で
暮
ら
す
市
民

の
皆
様
が
※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
向
上
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
住

民
自
治
協
議
会
へ
の
地
域
づ
く
り

推
進
交
付
金
の
拡
充
や
、
そ
の
事

務
局
機
能
を
下
支
え
す
る
集
落
支

援
員
の
拡
充
、
地
域
の
担
い
手
確

保
に
向
け
て
現
役
世
代
が
地
域
で

活
躍
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
な
る
※
協
同
労
働
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
等
に
取
り
組
む
。

こ
の
よ
う
に
令
和
８
年
度
予
算

は
、
計
画
段
階
か
ら
実
行
段
階
へ

移
行
す
る
た
め
の
予
算
と
位
置
付

け
て
お
り
、「
人
が
輝
き
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
『
や
さ
し
い

未
来
都
市　

東
広
島
』」
に
向
け

て
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

次
世
代
学
園
都
市
に
お
け
る 

国
際
教
育
の
実
現
を
！

問

現
在
、
次
世
代
学
園
都
市

ゾ
ー
ン
の
形
成
、
実
現
に

向
け
、
ゾ
ー
ン
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
調
査
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
国
際
教
育
に
関
す

る
調
査
検
討
は
ど
の
よ
う
な
ス

ピ
ー
ド
感
で
取
り
組
む
の
か
。

答

国
際
的
な
産
業
や
学
術
研

究
機
関
の
人
材
の
動
向
を

踏
ま
え
て
、
国
内
外
か
ら
優
秀
な

人
材
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
質

の
高
い
教
育
環
境
の
整
備
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
進

上
うえだ

田　　秀
ひでし

（創志会）

会派所属議員
玉川　雅彦
向井　哲浩
岡田　育三

上田　秀　
中曽　久勝
奥谷　求　

質問した項目

■■令和８年度予算編成に
ついて

動画は
こちら

※ウェルビーイング　６ページをご参照ください。
　協同労働　市民が協同・連帯して、人と地域に必要な仕事をおこし、よい仕事をし、地域社会の主体者になる働き方。

市議会だより　vol.211　2026.511



公
契
約
条
例
の
制
定 

に
つ
い
て

問

①
行
政
が
発
注
す
る
公
共

工
事
及
び
民
間
へ
の
委
託

事
業
に
お
け
る
公
契
約
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
伺
う
。
②
地
域
へ
の

経
済
循
環
並
び
に
労
働
者
確
保
及

び
育
成
の
視
点
か
ら
適
正
な
賃
金

を
保
障
す
る
た
め
に
条
例
制
定
の

必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答

①
す
で
に
労
働
基
準
法
及

び
最
低
賃
金
法
に
よ
る
労

働
者
を
保
護
す
る
法
制
度
が
あ
り
、

加
え
て
※
担
い
手
３
法
及
び
※
取
適

法
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
必
ず
し
も
条
例
制
定
が
必
要

と
は
考
え
て
い
な
い
。
②
地
域
別

最
低
賃
金
を
上
回
る
独
自
の
最
低

賃
金
を
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
は

違
法
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

公
契
約
条
例
で
賃
金
水
準
や
労
働

条
件
を
ど
の
程
度
規
定
す
る
か
基

準
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

西
条
酒
蔵
通
り
周
辺
の 

開
発
に
つ
い
て

問

①
伝
統
的
酒
造
り
が
ユ
ネ

ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
西
条
駅

前
西
条
酒
蔵
通
り
が
注
目
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
周
辺
整
備
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
②
文
化

財
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い

く
と
観
光
用
に
活
用
し
に
く
い
部

分
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

酒
蔵
通
り
は
今
後
保
存
と
活
用
の

ど
ち
ら
を
優
先
す
る
の
か
伺
う
。

答

①
関
係
者
で
構
成
す
る
西

条
酒
蔵
通
り
地
区
景
観
保

存
推
進
協
議
会
、
市
の
関
係
部
署

め
て
い
る
。
国
際
教
育
に
関
す
る

本
市
の
取
組
み
は
、

１
、
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒

へ
の
日
本
語
指
導
な
ど
、
学
習
環

境
を
支
え
る
支
援
の
充
実
。

２
、
海
外
の
大
学
へ
の
進
学
を
見

据
え
た
国
際
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
教
育
を
実
施
す
る
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
誘
致
。

３
、
教
育
の
国
際
化
を
図
る
た

め
、
小
中
学
校
に
お
け
る
英
語
を

活
用
し
た
国
際
教
育
の
在
り
方
を

研
究
す
る
取
組
み
。

以
上
の
、
大
き
く
３
つ
の
方
向
性

に
整
理
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

の
誘
致
や
教
育
の
国
際
化
の
取
組

み
は
、
い
つ
ま
で
に
と
い
っ
た
期

限
は
特
に
設
け
て
い
な
い
が
、
来

年
度
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
さ

ら
に
具
体
化
す
る
た
め
、
広
島
大

学
と
も
連
携
し
、
先
進
事
例
の
調

査
や
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

等
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

成
長
の
波
及
に
よ
る
ま
ち 

全
体
の
未
来
創
造
を
！

問

次
世
代
学
園
都
市
で
創
出

さ
れ
る
成
長
の
力
や
税
収

増
を
含
め
た
活
力
を
、
市
内
全
域
、

と
り
わ
け
人
口
減
少
地
域
へ
ど
の

よ
う
に
波
及
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答

ま
ち
の
成
長
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
税
収
増
な
ど
の
果

実
は
、
市
内
全
域
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
共
同

体
の
維
持
、
農
地
の
適
切
な
管

理
、
公
共
交
通
の
維
持
な
ど
、
喫

緊
の
地
域
課
題
へ
の
対
応
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
が
進

む
地
域
へ
の
「
持
続
可
能
な
取
組

み
」
や
「
新
た
な
挑
戦
」
に
配
分

す
る
こ
と
で
、
地
域
活
力
の
底
上

げ
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
民
間
の
力
が
地
域
に
積
極
的

に
入
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
ほ

か
、
地
域
の
主
体
性
を
活
か
し
つ

つ
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
が

結
び
つ
く
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

企
業
・
大
学
・
地
域
が
連
携
し
て

価
値
を
創
出
す
る
土
壌
の
醸
成
を

進
め
る
こ
と
で
、
成
長
の
果
実
が

持
続
的
に
地
域
へ
循
環
す
る
構
造

を
確
立
す
る
。
人
口
減
少
地
域
総

合
対
策
に
つ
い
て
は
、
有
利
な
財

源
も
確
保
し
な
が
ら
、
今
後
と

も
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

景
かげやま

山　　浩
ひろし

（市民クラブ）

会派所属議員
石原　賢治
落海　直哉
中川　修　

小池恵美子
景山　浩　

質問した項目

■■仕事づくりの各施策に
ついて
■暮らしづくりの各施策
について
■人づくりの施策について
■安心づくりの施策につ
いて

動画は
こちら

※担い手３法　 「建設業法」「公共工事入札契約適正化法」「公共工事品質確保促進法」からなる、建設業の担い手確保を目的とし
た３つの関連法。平成26年に第一次、令和元年に第二次、令和６年に第三次改正が行われた。

　取適法　 中小受託取引適正化法。従来の下請代金支払遅延等防止法を改正した法律で、令和８年１月１日施行。取引の適正化
と価格転嫁の促進を図るため、名称変更とともに対象拡大や規制強化が行われた。
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※サブスクリプション　月額や年額など定額の料金を支払うことで、製品やサービスを一定期間利用できるビジネスモデル。
　学校部活動の地域展開　 休日の学校部活動を地域クラブ活動に段階的に移行していくこと。「地域の子どもたちは学校を含めた地域で育てる」という意識の下、生

徒一人一人の多様なニーズに応じた活動機会を提供するとともにスポーツ・文化芸術活動の活性化を図ることを目指す。

で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

協
議
会
の
構
成
員
で
も
あ
る
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
東
広
島
を
中
心
に
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
開
発
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
。
②
文
化
的
価
値

を
高
め
る
こ
と
と
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
両

立
し
て
い
く
。

竹
原
市
で
実
施
し
た
公
共 

交
通
社
会
実
験
に
つ
い
て

問

①
竹
原
市
が
市
内
バ
ス
100

円
均
一
運
賃
及
び
隣
接
市

へ
乗
車
の
場
合
の
運
賃
上
限
設
定

の
社
会
実
験
を
実
施
し
た
が
、
こ

の
取
組
み
に
対
す
る
本
市
の
受
け

止
め
を
伺
う
。
②
本
市
の
公
共
交

通
施
策
を
推
進
す
る
上
で
路
線
及

び
ダ
イ
ヤ
と
並
び
利
用
し
や
す
い

運
賃
体
系
に
つ
い
て
も
議
論
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答

①
交
通
需
要
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
の
公

共
交
通
需
要
喚
起
を
目
指
す
取
組

み
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

②
交
通
事
業
者
と
連
携
し
つ
つ
、

※
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の

運
賃
体
系
の
導
入
に
あ
わ
せ
て
公

共
交
通
の
利
用
促
進
策
を
並
行
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

の
処
理
に
つ
い
て

問

①
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
処
理
概
況
及
び

近
年
の
処
理
量
の
傾
向
に
つ
い
て

伺
う
。
②
処
理
自
体
を
市
内
で
行

う
こ
と
に
よ
る
地
域
で
の
資
源
循

環
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答

①
本
市
の
賀
茂
環
境
セ
ン

タ
ー
で
中
間
処
理
を
行
っ

た
後
、
国
の
指
定
法
人
が
契
約
し

た
市
外
の
業
者
に
引
き
渡
し
て
い

る
。
処
理
量
は
年
間
１
５
０
０
ト

ン
程
度
で
、
人
口
が
増
加
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
年
横
ば
い

で
あ
る
。
②
処
理
施
設
を
稼
働
す

る
に
は
よ
り
多
く
の
処
理
量
が
必

要
と
な
る
た
め
、
本
市
単
独
で
の

処
理
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

※
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に 

つ
い
て

問

①
本
市
中
学
校
に
お
け
る

部
活
動
の
地
域
展
開
に
際

し
て
の
国
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解

を
伺
う
。
②
正
式
に
認
定
ク
ラ
ブ

と
し
て
認
め
ら
れ
る
部
活
動
は
全

体
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に

な
る
見
込
み
な
の
か
伺
う
。

答

①
国
の
方
針
を
踏
ま
え
令

和
10
年
度
中
の
休
日
学
校

部
活
動
の
地
域
展
開
を
目
指
す
。

国
の
基
準
を
踏
ま
え
、
受
け
皿
と

な
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
認
定
基
準
を

今
後
整
備
し
て
い
く
。
②
認
定
基

準
の
策
定
が
完
了
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
割
合
は
示
せ
な
い

が
、
多
く
の
団
体
が
安
心
し
て
申

請
で
き
る
よ
う
、
認
定
制
度
の
趣

旨
や
基
準
を
丁
寧
に
周
知
・
説
明

し
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
環
境
整

備
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
制
限 

に
つ
い
て

問

①
成
長
期
の
子
ど
も
の
脳

の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
の
あ
る
過
度
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の

規
制
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
伺

う
。
②
学
校
教
育
に
お
け
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
適
正
利
用
教
育

は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答

①
自
治
体
に
お
い
て
一
律

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
制
限
を

行
う
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
長
時
間
使
用
に
つ
い
て
、
中
学

校
の
保
健
体
育
の
授
業
に
お
い
て

指
導
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ

る
依
存
度
の
確
認
や
話
し
合
い
の

機
会
を
設
け
て
い
る
。

酒蔵が並ぶ街並み

市議会だより　vol.211　2026.513



地
方
創
生
と 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問

人
口
減
少
が
進
む
中
で
地

方
創
生
は
本
市
の
将
来
を

左
右
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

国
の
政
策
の
方
向
性
が
変
化
す
る

中
、
本
市
と
し
て
地
方
へ
の
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
地
方
創
生
の
理

念
を
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
福

富
み
ら
い
ベ
ー
ス
の
整
備
を
通
じ

て
交
流
人
口
の
拡
大
や
移
住
定
住

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

問
う
。

答

本
市
の
強
み
で
あ
る
国
際

学
術
研
究
都
市
の
特
性
を

活
か
し
、
国
内
外
と
つ
な
が
る

※
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
を

高
め
、
選
ば
れ
る
地
域
を
目
指
す
。

現
在
整
備
に
着
手
し
て
い
る
福
富

み
ら
い
ベ
ー
ス
は
地
域
内
外
の

人
々
や
企
業
等
の
交
流
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
、
地
域
の
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
を
進
め
、
移
住

定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
新
た
な
産
業

や
地
域
産
品
の
創
出
等
に
も
つ
な

げ
、
多
面
的
な
地
域
振
興
を
図
る
。

観
光
政
策
の
推
進
に 

つ
い
て

問

本
市
は
酒
、
学
術
、
自
然
、

安
芸
津
な
ど
多
様
な
地
域

資
源
を
有
し
て
い
る
。
観
光
消
費

額
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
ど
の
よ

う
な
目
標
を
持
ち
、
西
条
酒
蔵
通

り
や
安
芸
津
地
域
の
観
光
資
源
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
問
う
。

答

観
光
消
費
額
を
令
和
５
年

の
約
117
億
７
千
万
円
か
ら

令
和
10
年
に
は
約
146
億
５
千
万
円

ま
で
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
西
条
酒
蔵
通
り
で
は
日
本
酒

と
和
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
歩
き

体
験
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
安
芸

津
地
域
で
は
正
福
寺
山
公
園
や
瀬

戸
内
海
の
自
然
を
活
か
し
、
呉

市
、
竹
原
市
、
三
原
市
、
Ｊ
Ｒ
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り
を
進
め
る
。

農
林
水
産
業
と
自
然
環
境
の 

保
全
に
つ
い
て

問

安
芸
津
地
域
で
発
生
し
た

牡
蠣
の
大
量
※
へ
い
死
問

題
へ
の
対
応
と
養
殖
業
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
農
園

の
防
鳥
ネ
ッ
ト
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

絡
ま
る
事
故
を
踏
ま
え
、
鳥
獣
害

対
策
と
希
少
種
保
護
を
ど
の
よ
う

に
両
立
さ
せ
る
の
か
問
う
。

答

安
芸
津
の
牡
蠣
は
日
本
で

唯
一
、
Ｅ
Ｕ
輸
出
実
績
を

持
つ
本
市
の
特
産
品
で
あ
り
、
利

子
補
給
や
再
生
産
に
要
す
る
経
費

へ
の
補
助
な
ど
総
額
約
３
億
６
千

万
円
の
補
正
予
算
を
編
成
し
、
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
原
因
究
明

や
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
持

続
的
な
牡
蠣
養
殖
業
が
可
能
と
な

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

海
底
耕こ

う

耘う
ん

な
ど
海
洋
環
境
改
善
に

取
り
組
む
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
事
故

に
つ
い
て
は
専
門
事
業
者
の
助
言

を
受
け
、
網
の
改
良
な
ど
再
発
防

止
策
を
検
討
し
て
い
る
。
生
物
多

様
性
の
保
全
に
も
視
点
を
置
き
、

環
境
と
経
済
が
と
も
に
循
環
・
向

上
す
る
取
組
み
を
推
進
す
る
。

※
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る 

公
園
活
性
化
に
つ
い
て

問

公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場

で
あ
る
と
同
時
に
都
市
の

魅
力
を
高
め
る
公
共
空
間
で
あ

る
。
※
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度

を
活
用
し
た
公
園
整
備
が
全
国
で

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
と
し

て
公
園
の
魅
力
向
上
や
賑
わ
い
創

出
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
問
う
。

答

本
市
で
は
公
園
整
備
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

整
備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
公

園
整
備
や
改
修
の
際
に
は
先
進
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
民
間
活
力

の
導
入
を
検
討
し
、
公
園
の
魅
力

向
上
や
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
て

い
く
。

片
かたやま

山　貴
たかし

志
（創生会）

会派所属議員
岩崎　和仁
牧尾　良二

片山　貴志

質問した項目

■■地方創生と人口減少対
策について
■観光政策の推進について
■農林水産業と自然環境
の保全について
■Park-PFIを活用した公
園活性化について
 など

動画は
こちら

※ローカルハブ　７ページをご参照ください。
　へい死　４ページをご参照ください。
　Ｐａｒｋ‐ＰＦＩ　 公募設置管理者制度。公園内の飲食店や売店などの施設を設置・運営し、その収益を活用して園路や広場など公園施設の整備・改修を行う民間

事業者を公募で選ぶ仕組み。
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建
設
業
の
未
来
を
守
る
！ 

担
い
手
確
保
と
処
遇
改
善

問

「
※
担
い
手
３
法
」
の
全

面
施
行
を
受
け
、
現
場
で

働
く
方
々
の
賃
金
確
保
や
工
期
適

正
化
な
ど
、
処
遇
改
善
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
法
改
正
の
趣
旨
を

地
域
経
済
政
策
と
し
て
ど
う
捉

え
、
市
内
事
業
者
の
持
続
的
な
賃

上
げ
と
担
い
手
確
保
を
後
押
し
し

て
い
く
の
か
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答

担
い
手
３
法
の
目
的
は
、

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

み
な
ら
ず
、
技
能
者
の
賃
金
や
働

き
方
の
改
善
、
地
域
産
業
の
持
続

性
の
確
保
に
あ
る
。
処
遇
改
善
は

若
手
の
入
職
を
促
し
、
地
域
経
済

の
基
盤
強
化
に
直
結
す
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
市
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
国
が
委
託
事
業
者
と
中
小
受

託
事
業
者
の
望
ま
し
い
取
引
慣
行

の
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

等
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
の
登
録
を
市
独
自
補
助
金
の

必
須
要
件
と
す
る
な
ど
、
適
正
な

価
格
転
嫁
が
進
む
よ
う
意
識
啓
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
、

建
設
業
の
担
い
手
確
保
と
処
遇
改

善
を
促
進
し
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い 

「
や
さ
し
い
未
来
都
市
」
へ

問

市
長
が
掲
げ
る
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
」
の

実
現
に
は
、
住
民
が
支
え
合
う

「
共
生
の
質
」
が
重
要
と
な
る
。

複
雑
化
す
る
社
会
課
題
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
姿
を
理
想
と
し
、
ま

ち
づ
く
り
を
牽け
ん

引い
ん

し
て
い
く
の

か
。
決
意
を
問
う
。

答

豪
雨
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
市
民
が
支
え
合
う

姿
に
間
近
に
接
し
、
我
が
国
が
大

切
に
し
て
き
た
共
生
社
会
の
理
念

が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
取
組
み
を

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
る
必

要
性
を
再
確
認
し
た
。
幸
福
学
で

は
、
居
場
所
と
役
割
が
あ
る
人
は

幸
福
度
が
高
く
健
康
寿
命
も
長
い

と
さ
れ
る
。
全
て
の
市
民
が
学
び

合
い
、
支
え
合
い
、
感
謝
し
合
え

る
、「
シ
ア
エ
ル
関
係
」
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
、
※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
や
存
在
価

値
を
実
感
で
き
る
社
会
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
「
共
生
の
質
」

を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

地
域
共
生
社
会
の
理
想
と
考
え
て

い
る
。
市
長
で
あ
る
私
自
身
が
こ

の
ま
ち
づ
く
り
の
先
頭
に
立
ち
、

「
※
着
々
寸
進
洋
々
万
里
」
の
精
神

で
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
に 

対
す
る
理
解
促
進
に
つ
い
て

問

高
次
脳
機
能
障
が
い
は
、

交
通
事
故
や
脳
卒
中
に
よ

る
脳
の
損
傷
で
、
記
憶
力
や
注
意

力
の
低
下
、
感
情
制
御
の
困
難
、

ま
た
失
語
症
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
認
知
機
能
」
に
障
が
い
等
が
生
じ

る
状
態
を
指
す
。
手
足
の
麻
痺
な

ど
外
見
上
の
変
化
が
少
な
い
た
め
、

周
囲
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
い
「
見

え
な
い
障
が
い
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

本
人
が
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
だ

け
で
な
く
、
寄
り
添
う
家
族
の
精

神
的
・
経
済
的
負
担
も
極
め
て
大

き
い
。
本
年
４
月
に
施
行
予
定
の

「
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法
」
を

見
据
え
、
発
症
直
後
か
ら
学
齢

期
、
就
労
期
、
そ
し
て
「
親
亡
き

後
」ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
相
談
・

支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援

法
は
、
医
療
か
ら
生
活
、

社
会
参
加
ま
で
ど
の
地
域
で
も
支

援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
が
理

念
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
、
障
が
い
の
特
性
に
関

す
る
市
民
へ
の
啓
発
を
よ
り
一
層

図
る
と
と
も
に
、
当
事
者
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
広
島

県
高
次
脳
機
能
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。
各
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
の
充
実
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

会派所属議員
坂元百合子
原田　栄二

下向智恵子

質問した項目

■■地域経済の持続的成長
に向けた事業者支援に
ついて
■地域共生社会の実現と
重層的支援体制の強化
について
■「誰ひとり取り残さな
い」障がい者支援の充
実について

動画は
こちら

※担い手３法　12ページをご参照ください。
　ウェルビーイング　６ページをご参照ください。
　着々寸進洋々万里　「着実に一歩一歩事を成せば、万里の海の彼方にも到達できる」という意味の言葉。
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子
ど
も
た
ち
に 

多
様
な
学
び
の
選
択
肢
を

問

西
条
小
学
校
に
お
い
て
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
理
解
度
や
興
味
・
関
心
に
合

わ
せ
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び

を
進
め
る
学
習
形
態
で
あ
る
自
由

進
度
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
市
内
の
各
学
校
へ

波
及
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答

西
条
小
学
校
が
学
校
全
体

で
自
由
進
度
学
習
に
取
り

組
み
、
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
多

様
な
実
践
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

他
校
に
お
い
て
も
、
自
由
進
度
学

習
を
取
り
入
れ
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
自
由
進
度
学

習
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
学
び

の
普
及
を
進
め
る
。

小
学
校
給
食
費
の
無
償
化 

に
つ
い
て

問

無
償
化
と
な
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
に
地
元
農

産
物
を
積
極
的
に
活
用
し
、
給
食

の
質
の
確
保
及
び
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
食
文
化
や
農
業
に
触
れ
る

「
食
育
」
の
機
会
を
作
る
方
針
に

変
更
は
な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

答

こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た

地
産
地
消
の
方
針
は
、
無

償
化
後
も
変
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
市
内
産
の
農
産
物
を
優
先
的

に
調
達
す
る
方
針
を
維
持
す
る
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
と
の
情
報

共
有
を
図
り
、
計
画
的
な
生
産
・

供
給
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、

地
産
地
消
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

り
、
給
食
の
質
の
維
持
・
向
上
と

食
育
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
。

鈴
すずき

木　英
えいじ

士
（未来の風）

会派所属議員
鈴木　英士 木村　輝江

質問した項目

■■新年度予算について
■子育て施策について
■投票率向上策について

動画は
こちら

教
科
書
が
語
ら
な
い 

沖
縄
戦
と
日
本
人
の
誇
り

問

昨
年
12
月
、
会
派
で
沖
縄

を
視
察
し
た
。
唯
一
民
間

人
を
巻
き
込
ん
だ
地
上
戦
が
行
わ

れ
た
地
で
あ
る
。
旧
海
軍
司
令
部

壕ご
う

、
白
梅
の
塔
、
轟

と
ど
ろ
き

壕
、
平
和

記
念
公
園
な
ど
を
訪
問
し
、
教
科

書
で
は
語
ら
れ
な
い
現
実
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
学
童
疎
開
船
対

馬
丸
は
非
武
装
輸
送
船
で
あ
る
こ

と
を
示
す
標
識
を
掲
げ
て
い
た
が

魚
雷
攻
撃
を
受
け
１
４
８
４
名
が

犠
牲
と
な
っ
た
。
※
白
梅
学
徒
隊

が
看
護
に
あ
た
っ
て
い
た
病
院
壕

に
は
ガ
ソ
リ
ン
を
流
し
込
む
馬
乗

り
攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

戦
時
国
際
法
で
明
確
に
禁
じ
ら
れ

た
行
為
で
あ
る
。
一
方
、
そ
こ
に

は
日
本
人
の
誇
り
が
あ
っ
た
。
大

田
実
海
軍
中
将
は
自
決
直
前
に

「
沖
縄
県
民
斯
ク
戦
ヘ
リ
。
県
民

ニ
対
シ
後
世
特
別
ノ
御
高
配
ヲ
賜

ラ
ン
コ
ト
ヲ
」
と
電
文
を
発
し
県

民
へ
の
深
い
敬
意
を
示
し
た
。
島

田
叡
知
事
は
死
を
覚
悟
で
沖
縄
に

赴
任
し
20
万
人
の
疎
開
を
実
現
し

た
。
16
歳
の
白
梅
学
徒
隊
は
看
護

要
員
と
し
て
最
後
ま
で
任
務
を
果

た
し
た
。
し
か
し
戦
後
80
年
、
戦

時
国
際
法
違
反
の
事
実
は
ほ
と
ん

ど
語
ら
れ
ず
、「
日
本
軍
が
悪
か
っ

た
」
と
い
う
語
り
だ
け
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
。
現
地
に
立
っ
て
初

め
て
分
か
る
事
実
が
、
教
科
書
に

は
書
か
れ
て
い
な
い
。
本
市
の
平

和
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

答

本
市
は
平
和
記
念
資
料
館

の
見
学
や
平
和
学
習
バ
ス

な
ど
体
験
的
な
学
び
を
確
保
し
て

い
る
。
歴
史
の
事
実
を
理
解
し
平

和
の
価
値
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
平

和
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

山
やまだ

田　　学
まなぶ

（真政俱楽部）

会派所属議員
宮川　誠子 山田　学　

質問した項目

■■沖縄戦の実態から本市
の教育の在り方を問う

動画は
こちら

※白梅学徒隊　 沖縄戦で従軍看護婦として動員された女子学徒隊の一つ。沖縄県立第二高等女学校の４年生たちによって編成
され、46人中22人が犠牲となった。校章が白梅であったことから戦後「白梅学徒隊」と呼ばれるようになった。
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※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
中
濃
度

検
査
結
果
に
住
民
対
応
を

問

①
川
上
弾
薬
庫
周
辺
住
民

な
ど
の
血
中
濃
度
検
査
結

果
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

②
市
の
環
境
白
書
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
も

含
め
る
べ
き
。
考
え
を
伺
う
。

答

①
２
０
０
０
ng
／
ml
を
超

え
る
値
が
出
た
こ
と
に
関

心
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
い
る
。

迅
速
な
原
因
究
明
を
進
め
る
た

め
、
本
市
が
保
有
す
る
健
診
分
析

デ
ー
タ
等
を
国
の
研
究
事
業
に
お

い
て
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
は
国

が
実
施
す
る
※
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
健

康
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
の
対

象
に
本
市
住
民
を
含
め
る
こ
と
を

強
く
要
請
し
た
。

②
環
境
白
書
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す

る
取
組
み
を
掲
載
す
る
。

河
内
高
校
存
続
の

手
立
て
を

問

①
呉
市
と
尾
道
市
の
よ
う

に
高
校
の
統
合
が
保
留
と

な
っ
て
い
な
い
。
見
解
を
伺
う
。

②
地
域
住
民
は
広
島
県
が
実
施
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
意
見

し
た
り
、
署
名
・
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
声
を
受
け

止
め
、
統
合
見
直
し
を
強
く
訴
え

て
い
く
べ
き
。
考
え
を
伺
う
。

答

①
県
の
市
長
会
で
本
市
が

問
題
提
起
し
、
他
の
市
長

や
町
長
が
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

②
地
域
の
将
来
を
考
え
る
上
で
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
決
し
て
軽
視

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
も

地
域
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
県
に

対
し
、
県
立
高
校
の
再
編
案
に
つ

い
て
見
直
し
を
求
め
て
い
く
。

谷
たに

　　晴
はるみ

美
（日本共産党）

質問した項目

■■2026年度予算案につ
いて
■東広島市のPFAS問題
について
■河内高校と賀茂高校の
学校統合問題について

動画は
こちら

※ＰＦＡＳ　有機フッ素化合物のうち、ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称。その中でも幅広
い用途で使用されてきたPFOS、PFOAについて、人の健康に影響を及ぼす可能性が指摘されており、現在は製造・
輸入等が禁止されているほか、国が公共用水域や地下水、水道水についてその上限濃度の暫定目標値を定めている。

　ＰＦＯＳ　PFASの一種であり、半導体用反射防止剤、金属メッキ処理剤、泡消火薬剤などさまざまな製品に使われてきた。

　令和８年１月23日付けで鍋島　勢理　議員が市議会議員を辞職したことに伴い、
同議員が務めていた役職の後任が次のとおり決定しました。

【市民経済委員会　副委員長】
向井　哲浩（２月12日選出）

【広島中央環境衛生組合議会　議員】
鈴木　英士（２月12日選出）

市議会人事のお知らせ

市議会だより　vol.211　2026.517



東広島市議会活動レポート

◆視察日：令和８年１月21日～23日
◆視察先：埼玉県坂戸市、東京都武蔵野市、静岡

県浜松市
　「公共施設マネジメントについて」をテーマに
視察を実施しました。
　坂戸市では学校施設の長寿命化について、武蔵
野市では公共施設カルテ・分野横断的庁内体制を
柱とした公共施設マネジメントについて、浜松市
では多様な手法を組み合わせた包括的な公共施設
マネジメントについてお話を伺いました。

総務委員会行政視察

◆視察日：令和８年１月21日～23日
◆視察先：山形県山形市、千葉県千葉市、東京都

府中市

　山形市では橋梁の維持管理、道路の整備計画に
ついて、千葉市では下水道事業におけるデジタル
技術を活用した実証実験について、府中市ではイ
ンフラの維持管理・修繕等に係る包括的民間委
託、AI等先進技術を用いた維持管理についてお話
を伺いました。

建設委員会行政視察

◆視察日：令和８年２月２日
◆視察先：滋賀県彦根市

　「子ども議会等、市議会の広報広聴の取組みに
ついて」をテーマに視察を実施しました。
　彦根市議会が行っている子ども議会や様々な形
で柔軟に実施している議会報告会など、市民に議
会を身近に感じてもらうための独自の取組みにつ
いてお話を伺いました。

広報広聴委員会行政視察

◆視察日：令和８年１月21日～23日
◆視察先：埼玉県越谷市、静岡県よろず支援拠

点、愛知県豊田市
　「中小企業支援について」をテーマに視察を実
施しました。
　越谷市では「ビジネスサポートセンターこしが
や」についてなど、静岡県よろず支援拠点では他
機関と連携しての一貫した相談対応について、豊
田市ではとよた人材確保・育成強化プロジェクト
等についてお話を伺いました。

市民経済委員会行政視察

行政視察報告書はこちらから
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令和８年　第２回　定例会の日程

『修活』

中
なか

曽
そ

　かおる（八本松町）

　県外から嫁いでここに居を構えた頃は
11万人だった人口が今や20万人近くに増
え、生活のパターンは変わっています。自
分自身も高齢化する中で不便さを感じるこ
ともありますが、長寿会などのボランティ
ア団体に参加したことで年上の方との関わ
りが増え、新しい出会いが生活に彩を添え
てくれています。また、地域行事の中で、生
き生きと活動しておられる先輩方をたくさ
んお見かけします。
　これからこの東広島で、人生の最期に向
けて自分のこれまでを
振り返り、残りの人生を
豊かに生きるための私
の「修活」を始めたいと
思います。

安芸津から地域の賑わいを

福
ふく

島
しま

　悟
さと

史
し

（安芸津町）

　2025年３月、家族
４人で安芸津町に移
住しました。前職ま
での営業経験を活か
し、地域の産品を扱う
商店を立ち上げます。
　安芸津町を中心とした農水産物や加工品
を発掘し、安芸津町周辺の食材を使った自
社商品開発も計画中です。地域と連携し、
地元の魅力を内外に発信することで、この
まちに新たな賑わいをつくりたいと考えて
います。
　「優しさにあふれ、共存する社会を創る」
をビジョンに掲げ、ビジネスの力で地域活
性化に貢献していきたいと思います。

誰でも自由に、
見たり聴いたり
できるんです。

■本会議・委員会等の中継映像
　本会議や常任委員会、全員協議会等の様子はインターネット
（YouTube）でライブ配信しています。市議会ホームページから
アクセスできますので、ぜひご利用ください。
　また、本会議はご覧いただきやすいよう編集した録画映像を 
市議会ホームページで配信しているほか、KAMONケーブルテレビ
でも録画映像を放送しています。

■本会議・委員会の傍聴、本会議の手話通訳・託児
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。
　本会議の手話通訳・託児を希望される方は、希望日の７日前 
までに議会事務局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420-0966へ
お問い合わせください。 耳マーク

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

本会議
（初日）

常任委員会
（議案審査）

14 15 16 17 18 19 20

本会議
（一般質問）

21 22 23 24 25 26 27

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

予備日

28 29 30

6月
日 月 火 水 木 金 土
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「東広島こい地鶏」を使ったすき焼き

東広島こい地鶏
　東広島ブランド地鶏開発振興協議会と広島大学の共同研究によ
り誕生した、広島県内唯一のブランド地鶏です。地鶏肉はしっかり
とした歯ごたえのイメージがありますが、こい地鶏は程よい食感が
特徴です。ロゴマークは鶏をモチーフに、ひらがなの「こ」と「い」
で丸く囲む形にデザイン。また、赤鶏であることから、鶏の一部と
“こい”の文字に赤色をあしらっています。

市議会だよりをリニューアルしました
　より読みやすく、親しみやすい紙面を目
指し、デザインやレイアウトを全面的に見
直しました。
　本号では令和８年度予算をはじめ、重要
な案件の審査経過をお届けしています。
　成長を続ける東広島にふさわしいまちづ
くりへ、議会の役割はますます重要になっ

ています。
　これからも市議会だよりを通じて議会の
動きをより見やすく、より分かりやすくお
伝えし、議会活動を身近に感じていただけ
れば幸いです。

広報広聴委員会委員　片山　貴志

■発行／東広島市議会　　■編集／広報広聴委員会
〒739ｰ8601 東広島市西条栄町8番29号　TEL.082ｰ420ｰ0966　FAX.082ｰ424ｰ9465（議会事務局）

https://www.city.higashihiroshima.lg.jp/shgikai/index.html 東広島市議会

■ご意見ご感想をお寄せください／市議会だより・東広島市議会ホームページに関するご意見ご感想は、東広島市議会事務局（左記）までお寄せください。

東広島市

東広島市公式HP
東広島こい地鶏とは

東広島こい地鶏の
パンフレット
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